
平成30年度 自転車利用環境向上に向けた実績報告

資料①基本方針基本方針基本方針基本方針 平成30年度実施状況と課題平成30年度実施状況と課題平成30年度実施状況と課題平成30年度実施状況と課題 指標 2017（計画時） 2018201820182018（1年目）（1年目）（1年目）（1年目） 2022（5年後） 2027（10年後）① 安全で快適な自転車ネットワークの構築 H30年度　里山・里海のｻｲｸﾘﾝｸﾙｰﾄ路面標示（加賀海岸ｻｲｸﾘﾝｸﾛｰﾄﾞ,水辺回廊）L=9.8km整備　　　　 石川県： - km　国土交通省： - kmH31年度　市道B第414号線（山代地区）で整備予定駅前広場整備時に自転車レーンを整備（計画中）② 市民による自転車ネットワークの路線清掃 南郷地区まちづくり協議会で水辺の回廊を清掃（H30年6月3日）③ （仮称）自転車安全条例の制定 自転車安全条例の策定を検討（５．議事）➃ 駐輪場整備と案内の充実 新幹線高架下を利用した駐輪場整備（計画中）⑤ 年齢層に応じた交通安全教室の実施 まれびと交流協議会で実施（小学生以下）回数：9回　参加人数：延べ108人こども自転車安全教室を実施（小学３年生対象）参加校数：15校　参加人数：延べ483人課題：中・高学生や高齢者への安全教室等のマナー周知手法の検討が必要⑥ ヘルメットの購入助成制度の導入 課題：予算措置が必要⑦ 自転車イベントの開催 温泉ライダーを実施　開催日：H30年5月26日、27日　参加人数：延べ1288人高齢者の利用促進高齢者の利用促進高齢者の利用促進高齢者の利用促進⑧ 電動アシスト自転車の体験会開催 課題：高齢者に周知が必要⑨ 自転車エクササイズメニュの作成 金沢学院大学との連携推進事業にて「自転車によるエクササイズメニュー」を作成を提案環境・機会の創出環境・機会の創出環境・機会の創出環境・機会の創出⑩ サイクリングコース及びマップの作製 計画を反映したサイクリングコース及びマップについては現在作成していない⑪ 広報誌やＳＮＳを活用した自転車情報提供 Facebookを活用した情報発信を検討（５．議事）観光利用の促進観光利用の促進観光利用の促進観光利用の促進⑫ レンタサイクルの充実サイクルステーションの整備 サイクリング利用促進協議会（里山里海サイクリング）でサポート施設に空気入れ・自転車ラックを配布⑬ 観光サイクリングツアーの充実 まれびと交流協議会で「いしかわ加賀サイクルツーリズムセミナー＆体験会」を実施予定開催日：H31年3月31日文化の醸成文化の醸成文化の醸成文化の醸成⑭ 自転車に関する展示施設の設置 課題：民間との協力が必要

健康づくり健康づくり健康づくり健康づくり

自転車で自転車で自転車で自転車で「楽しく」「楽しく」「楽しく」「楽しく」過ごせるまち過ごせるまち過ごせるまち過ごせるまち

安全で快適な自転車ネットワークの整備安全で快適な自転車ネットワークの整備安全で快適な自転車ネットワークの整備安全で快適な自転車ネットワークの整備

ルールやマナーの周知ルールやマナーの周知ルールやマナーの周知ルールやマナーの周知

3,000台

男性：53％女性：47％ 男性：58％女性：48％

4,000台レンタサイクル利用台数 2,305台 1,735台1,735台1,735台1,735台

加賀市自転車のまち推進計画の基本テーマ：加賀市自転車のまち推進計画の基本テーマ：加賀市自転車のまち推進計画の基本テーマ：加賀市自転車のまち推進計画の基本テーマ：自転車でつなぐ　楽しく　健康で　安全なまち自転車でつなぐ　楽しく　健康で　安全なまち自転車でつなぐ　楽しく　健康で　安全なまち自転車でつなぐ　楽しく　健康で　安全なまち

自転車関連事故件数
65歳以上の運動習慣者の割合

数値目標フォローアップ数値目標フォローアップ数値目標フォローアップ数値目標フォローアップ17の施策17の施策17の施策17の施策
自転車で自転車で自転車で自転車で「安全・便利」に「安全・便利」に「安全・便利」に「安全・便利」に移動できるまち移動できるまち移動できるまち移動できるまち

自転車で自転車で自転車で自転車で「健康」を「健康」を「健康」を「健康」を育むまち育むまち育むまち育むまち

17件 13件13件13件13件 15件 10件

男性：48.7％女性：42.4％ 男性：男性：男性：男性：

48.5％48.5％48.5％48.5％

女性：女性：女性：女性：

41.0％41.0％41.0％41.0％

環境の整備環境の整備環境の整備環境の整備

公共交通との連携公共交通との連携公共交通との連携公共交通との連携⑮ 公共交通と自転車の連携強化 課題：交通事業者との協力が必要⑯ ノーマイカーデーの実施 市役所はノーマイカーデーの実施はしていない環境教育環境教育環境教育環境教育⑰ 環境イベントでの自転車ＰＲ 課題：民間との協力が必要 ――――

※「自転車分担率」は、国勢調査の中で、10年に一度実施される「従業地又は通学地までの利用交通手段」の結果より集計
自転車で自転車で自転車で自転車で「環境」に「環境」に「環境」に「環境」にやさしいまちやさしいまちやさしいまちやさしいまち 8%（2020年） 9%（2030年）自転車分担率※ 7%（2010年）


